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Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会
は
、
２
０
２
２
年
５
月
22
日
〜
23
日
に
か
け
て
、
大
分
県

杵
築
市
を
中
心
に
、「
第
26
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
九
州
地
方
協
議

会
青
年
・
女
性
委
員
会
を
準
備
機
関
と
し
、
全
国
か
ら
総
勢
80
人
を
超
え
る
青
年
・
女
性
組

合
員
が
集
結
し
た
。

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
し
、
昨
年
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
形
で
の
開
催

と
な
っ
た
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
だ
が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
「
対
面
」
で
開
催
し
、
系
統
や
単
組

の
「
枠
」
を
越
え
た
交
流
を
図
り
、「
横
の
繫
が
り
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会  

第

回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会　

議
長　

沖
畠　

裕
章

「
集
」
待
っ
と
〜
よ  

仲
間
と
と
も
に
は
よ
来
ん
ね
九
州

〜
大
分
の
地
で
開
催
〜

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会
で
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う
多
く
の
仲
間
と
交
流
を

図
り
、
相
互
理
解
を
深
め
る
重
要
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
、「
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
１
９
９
６

年
８
月
３
日
に
第
１
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を

仙
台
で
開
催
し
て
以
降
、
毎
年
準
備
機
関

の
エ
リ
ア
を
持
ち
回
り
で
開
催
し
、
全
国

の
青
女
組
合
員
の
交
流
を
図
っ
て
き
た
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
準
備
機
関
を
単
組
か

ら
地
方
協
議
会
に
変
更
し
て
開
催
し
、
今

回
で
26
回
を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
年
の
第
24
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

に
お
い
て
は
、
参
加
し
や
す
さ
を
考
慮
し

て
、
そ
れ
ま
で
定
例
化
し
て
い
た
２
泊
３

日
の
行
程
を
１
泊
２
日
に
見
直
し
、
18
単

組
の
参
加
を
実
現
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
２
０
２
０
年
の
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
は
、
九
州
地
協
を
準
備
機
関
と
し

て
計
画
を
進
め
て
い
た
が
、
年
初
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
中
止
の

判
断
を
行
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
開
催
し
た

第
25
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

続
い
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
各
地
の
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
形

式
で
開
催
し
た
。

今
年
開
催
の
第
26
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
で
の
開
催
を
め
ざ

し
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。
グ
ル
ー
プ
労

組
の
仲
間
も
実
行
委
員
に
選
出
し
た
う
え

で
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会
を
計
５

回
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
出
来
る

企
画
を
練
り
上
げ
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
が
増
減
す

る
中
で
は
あ
っ
た
が
、
感
染
対
策
を
万
全

に
し
、
安
全
な
環
境
で
参
加
者
が
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
経
て

３
年
ぶ
り
に
「
対
面
」
で
の
開
催
を
計
画

ウォークラリーで仲間の絆をさらに強く固め合った
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人
と
人
と
が
直
接
会
う
こ
と
に
は
重
要

な
意
義
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
の
下
に

集
う
全
員
が
仲
間
で
あ
る
と
い
う
思
い
を

込
め
、「『
集
』
待
っ
と
～
よ　

仲
間
と
と

も
に
は
よ
来
ん
ね
九
州
」
を
テ
ー
マ
に
選

定
し
、
大
分
県
杵
築
市
を
中
心
と
し
て
１

泊
２
日
で
の
開
催
と
し
た
。

第
26
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
１
日
目
は
、

杵
築
市
の
住
吉
浜
に
お
い
て
、
屋
外
を
中

心
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
な
ど
５
種
類
の
レ
ク

を
用
意
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
が

互
い
に
親
睦
を
深
め
た
。
民
主
化
当
該
３

単
組
の
Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
、

貨
物
鉄
産
労
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
を
迎

え
、
リ
モ
ー
ト
で
は
味
わ
え
な
い
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
夜
に

は
食
事
会
や
交
流
会
、
花
火
大
会
を
行
い
、

所
属
す
る
単
組
や
系
統
を
越
え
て
、
活
発

な
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
日
目
は
、
参
加
者
を
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
大
分
市
や
別
府
市
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
行
っ
た
。
各
チ
ー
ム
は
、
砂
湯
や

水
族
館
、
別
府
地
獄
め
ぐ
り
と
称
さ
れ
る

観
光
コ
ー
ス
な
ど
、
抽
選
で
決
め
ら
れ
た

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
大
分
県
内
の
名
所
を

満
喫
し
た
。
満
喫
す
る
あ
ま
り
、
中
に
は

時
間
内
に
戻
れ
な
い
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
が
、

全
チ
ー
ム
怪
我
無
く
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着

い
た
。
閉
会
式
で
は
、写
真
を
繋
い
だ
ム
ー

ビ
ー
が
上
映
さ
れ
、
濃
密
な
２
日
間
を
振

り
返
っ
た
。

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
し
た
今
回
の

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
は

「
ま
た
来
た
い
」「
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
北
労
組
・

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
・
貨
物
鉄
産
労
の
仲
間
か

ら
も
、「
Ｊ
Ｒ
連
合
の
民
主
的
で
開
か
れ
た

運
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
こ
の
よ
う

な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
も
っ
と
仲
間
に
広
め
た

い
」
な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
北

労
組
と
貨
物
鉄
産
労
に
多
く
の
仲
間
が
加

わ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
青
女
活
動
が

展
開
し
に
く
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
地

道
な
声
掛
け
や
、
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
が
功
を
奏
し
た
成
果
と
分
析
し
て

い
る
。
こ
の
新
た
な
仲
間
の
一
部
が
今
回

の
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
に
参
加
し
た
。
若
い
組

合
員
に
と
っ
て
本
行
事
は
、
他
Ｊ
Ｒ
の
労

使
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
見

識
を
広
め
る
重
要
な
機
会
で
あ
り
、
民
主

化
闘
争
に
も
資
す
る
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

ち
な
み
に
本
年
春
に
は
、
３
年
ぶ
り
に

函
館
線
・
稲
穂
駅
前
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
研
修
セ
ン
タ
ー
前
で
新
入
社
員
に
対
す

る
加
入
促
進
行
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
青
年
・

女
性
委
員
会
役
員
の
幹
事
会
を
Ｊ
Ｒ
北
労

組
事
務
所
で
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
組

合
員
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
幹
事
会

と
し
て
、
新
規
加
入
者
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
連

合
の
身
近
さ
を
伝
え
る
活
動
も
展
開
し
て

き
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会
は
、
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
Ｊ
Ｒ
産
業
を
支
え
る
青
年
・
女
性
組
合

員
が
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
視
野
を
広

げ
、
さ
ら
に
は
支
え
合
え
る
仲
間
を
作
る

機
会
を
設
け
る
べ
く
、
基
本
組
織
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ＪＲ連合青年・女性員会　第26回ユースラリー

対
面
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
活
発
に
交
流

民
主
化
当
該
３
単
組
組
合
員
と
の
「
横
の
繋
が
り
」
強
化

青
年
・
女
性
組
合
員
の
視
野
を
広
げ

支
え
合
う
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を

レクリエーションで、“楽しく、明るく元気よく”和気あいあい


